
田岳さんの
身近な鳥から鳥類

勇ぃる池、いなしご饂柳第17回 カモα

秋に渡ってきた時はエクリプスだったカモの雄が、綺

麗な冬羽になり見分けやすくなってきました。そこで今

回は、ため池のカモに注目してみます。テーマは、どん

なため池にカモが来るのかです。

●たいていの池にはカモはいない

大阪府はため池が多く、全国 4位、約11,000も のため

池があるとヽヽヽヽます (http://www pref.osaka jp/annai

/qa/detail php?recid=542 2013年 10月 4日 確認)。 ため

池があれば、カモなどの水鳥がいることを期待してしま
います。しかし、ため池があってもカモがいるとは限り

ません。

大阪市南部から松原市、堺市北東部のため池70ヶ所の

水鳥を調べているのですが、その中で冬になれば必ずカ

モがやってくるのは、30ヶ所ほどに過ぎません。過半数
のため池にカモは来ないのです。また山際や山間部にあ

る小さなため池には、ほとんどカモは来ません。山手の

小さなため池まで含めると、カモの来るため池の割合は

さらに減ります。

●どんな池にカモは多いのか ?
ため池や湖沼ごとにカモの有無や種構成が違うことに
ついては、多くの人が興味を持ち調べてきました。いく
つか紹:介 しましょう。

羽田 (1952)は 、長野県の 5つ の湖を比較し、潜水ガ
モは中栄養湖と富栄養湖、アイサ類は富栄養湖におもに

生息し、貧栄養湖はおもに陸ガモに占められると結論じ
ています。

武田 (1990)は、奈良盆地を中心にため池224ヶ 所を
調べました。カモが定着している池と定着していない池
を比較した結果、カモが定着していた池は、短径が長く、
全周囲が護岸されていることが少なく、抽水植物があり、
住宅密集地に近いといった傾向を見出しています。
Shimada(2001)0ま 、千葉県の26ヶ 所のため池を調
べました。人がため池に接近できる岸から30mを除いた
in積を “安全面積 (safe range)"と 定義し、陸ガモ潜
水ガモ共に、カモがいるため池の方が安全面積が広いこ

とを示しました。

大田ほか (2006)は 、香川県東かがわ市のため池38ヶ

所を調査した結果、カモがいるため池には浮葉植物があ

り、浅い傾向があることを見出しています。
浦ほか (2008)は 、全国25ヶ 所の湖沼の調査結果を解
析し、大型の湖沼や、近くに他の水源 (湖沼、河川、内

湾)がある湖沼で種数が多いこと。周囲に林が少なく、
家庭排水の流入など人為的影響のある湖沼の方が種数が

多いことを指摘しています。
どうやら、どんな池にカモが来るかは、一̂概には言え

ないようです。それを、自分の観察経験を加味して強引
にまとめると、カモが来るため池は、ある程度大きさが

あり、人からの影響を受けすぎず、休息に適した場所が

あるといったところでしょうか。
ここまでは、種を無視した話でした。では、個々の種
はどんな池を選んでいるのでしょう?

武田 (1990)は 、キンクロハジロとホシハジロが池千
しがあまり行われない池、オシドリが水辺に常緑樹林が

ある池を選んでいるとしています。しかし、その他の種
では明確な傾向を見出せていません。浦 (2008)は 、 ト
モエガモが面積の大きな湖沼によく出現するという傾向
を指摘しているだけです。どうやら個々の種がどのよう

なため池を選んでいるかは、あまり明らかになっていな
いようなのです。

●野外で実際に観察 してみよう

既存の研究では、個々の種のカモがどんなため池にい

るかは、あまり明らかにされていない。それこそ、カモ

をよく見ているバードウォッチャーに出番です。この種
はこういう場所によくいるような気がする。と思ったら、
その視点で各地のため池を見て回ってみましょう。思わ
ぬ発見につながるかもしれません。
そういえば、オナガガモって、普通はあまりため池に

はいないのに、給餌が行われているため池には多く見ら
れるように思います。給餌との関わりというのも面白い

視点かもしれません。
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図 2:オナガガモ (鶴見緑地大池 納家 仁)

図 1:オ シドリ (和泉市梨本上池 納家 に)

-13- むくどり通信 No 228・ 201311-12


